
秋
田
市
文
化
選
奨
は
、
芸
術･

学
術
な
ど
の
各
分
野

で
前
年
度
に
優
れ
た
作
品
を
発
表
し
、
市
の
文
化
の
振

興
に
貢
献
し
た
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
受
賞

者
は
、
次
の
み
な
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
７
月
23
日
(水)
午
後
４
時
か
ら
、
秋
田
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

秋
田
の
歴
史
的
町
並
み
と
古
建
築
の

地
域
色
の
解
明
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
考

集
で
す
。
特
に
、
久
保
田
城
下
町
の
町

割
り
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
独
自
の

解
釈
を
加
え
な
が
ら
、
都
市
空
間
史
的

な
面
か
ら
論
述
し
て
い
ま
す
。

近
世
か
ら
の
秋
田
の
町
並
み
と
町
家

の
歴
史
や
景
観
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
貴
重
な
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

書籍「あきたの町
並みと町家 ー歴史
空間の継承にー」

五十嵐
い が ら し

典
の り

彦
ひ こ

さん
(泉)

文
化
の
振
興
に
貢
献

平
成
26
年
度
秋
田
市
文
化
選
奨

町
内
会
や
地
区
振
興
会
な
ど
の
団
体

に
よ
る
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
や
課

題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の｢

地
域
づ
く
り
交
付
金｣

の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
回
が
２
次
募

集
。
締
め
切
り
は
８
月
８
日
(金)
で
す
。
　

対
象
地
域
▼

中
央･

東
部･

南
部
地
域

●
問
い
合
わ
せ

中
央･

東
部
地
域
の
か
た
▼

市
民
協

働･

地
域
分
権
推
進
課(

市
役
所
分
館

２
階)

☎(

８
６
６)

２
７
６
４

南
部
地
域
の
か
た
▼

南
部
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
☎(

８
３
８)

１
２
１
３

地
域
づ
く
り

交
付
金
を

活
用
し
ま
せ
ん
か

対
象
事
業
▼

地
域
団
体
に
よ
る
防
災
、

防
犯
、
交
通
安
全
、
環
境
整
備
、
美
化
、

世
代
間
交
流
な
ど
の
活
動
で
、
新
規
ま

た
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
拡
充
と
な
る

事
業

交
付
金
額
▼

５
万
円
以
上
50
万
円
以
下

職
員
が
各
地
区
コ
ミ
セ
ン
を
巡
回
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
…
地
域
づ
く
り

の
支
援
や
、
情
報
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学　術

渡
部
さ
ん
は
昭
和
51
年
以
来
、
全
国

規
模
の
書
道
展
で
実
績
や
研
さ
ん
を
積

ま
れ
ま
し
た
。

本
作
品
は
、
難
易
度
の
高
い
書
題
で

あ
る｢

千
字
文｣

を
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

感
性
と
卓
越
し
た
技
術
で
書
き
上
げ
、

伝
統
あ
る
孝
華
書
院
展
で
発
表
し
、
風

格
の
あ
る
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

千せ
ん

字じ

文も
ん

梁
勅
員
外
散
騎
侍
郎
周
興
嗣
次
韻

渡
わ た

部
な べ

晃
こ う

溪
けい

さん

（本名:渡部世
せい

子
こ

）
(八橋)

書　道

土
崎
地
区
の
町
内

会
が
中
心
と
な
っ
て

平
成
24
年
度
に
制
作

し
た｢

土
崎
の
こ
と

ば｣

の
続
編
で
、
特

に
会
話
編
が
充
実
し

て
い
ま
す
。
方
言
に
凝
縮
さ
れ
る
郷
土

の
心
や
昔
の
生
活
様
式
、
年
中
行
事
な

ど
を
総
合
的
に
記
録
し
た
貴
重
な
民
俗

資
料
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り
活
用
で

き
る
内
容
で
す
。

土崎のことば編集委員会
（代表:能登谷勝雄さん）

社会文化Ｃ
Ｄ
と
冊
子｢

続
土
崎
の
こ
と
ば｣

＊
右
記
以
外
の
地
域
は
、
１
次
募
集
で
交
付

総
額
に
達
し
た
た
め
対
象
外
で
す
。

文
化
振
興
室
☎(

８
６
６)

２
２
４
６

問
い
合
わ
せ

８
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１

秋
田
市
職
員(

高
校
卒
業
程
度･
資
格

職)

を
募
集
し
ま
す
。

■
高
校
卒
業
程
度

・
試
験
区
分(

採
用
予
定
人
数)

▼

行
政

(

５
人)

、
土
木(

２
人)

、
建
築(

１
人)

、

電
気(

２
人)

、
機
械(

２
人)

、
消
防

(

４
人)

・
受
験
資
格
▼

平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た

＊
学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年
制
大
学
、

も
し
く
は
こ
れ
ら
と
同
等
と
認
め
ら

れ
る
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
か
た
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
資
格
職

・
試
験
区
分(

採
用
予
定
人
数)

▼

保
健

師(

２
人)

、
管
理
栄
養
士(

１
人)

・
受
験
資
格
▼

昭
和
60
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
各
資
格
を
有
す
る
か

た(

保
健
師
は
取
得
見
込
み
の
か
た

を
含
む)

■
一
次
試
験
…
一
般
教
養
試
験(

全
員)

、

論
文(

行
政
、
消
防)

、
専
門
試
験(

土

木
、
建
築
、
電
気
、
機
械
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士)

日
時
▼

９
月
21
日
(日)

会
場
▼

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル(

八
橋)

■
受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
…
必
ず
、

受
験
案
内
書
に
従
い
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す

消
防
以
外
▼

市
役
所
１
階
総
合
案
内
、

人
事
課(

３
階)

、
北
部･

西
部･

河
辺･

雄
和
・
南
部
の
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
秋
田
市
東
京
事
務
所(

東
京
都

千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
４
番
１
号)

消
防
▼

消
防
本
部
総
務
課
、
各
消
防
署･

分
署･
出
張
所

■
受
験
申
込
…
８
月
11
日
(月)
か
ら
22
日

(金)
ま
で
人
事
課
へ
。
消
防
は
消
防
本

部
総
務
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

人
事
課
☎(

８
６
６)
２
０
１
２

消
防
本
部
総
務
課
☎(

８
２
３)
４
０
０
０

＊
身
体
障
が
い
者
の
か
た
を
対
象
と
し

た
試
験
は
10
月
19
日
（日）
に
実
施
。

地
方
独
立
行
政
法
人

市
立
秋
田
総

合
病
院(

市
立
病
院)

で
は
、
来
年
４
月

以
降
に
勤
務
す
る
職
員(

職
務
経
験
者)

を
募
集
し
ま
す
。
昭
和
30
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
が
対
象
で
す
。

職
務
経
験
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
受

験
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
事
務
職
４
人(

①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
か
た)

①
医
療
機
関
に
お
け
る
職
務
経
験
が
直

近
10
年
間
で
５
年
以
上

②
民
間
企
業
な
ど
で
正
規
職
員(

会
社
員

や
公
務
員
な
ど)

と
し
て
の
職
務
経
験

年
数
が
直
近
15
年
間
で
10
年
以
上

＊
い
ず
れ
も
来
年
３
月
31
日
ま
で
に
規

定
の
年
数
に
達
す
る
見
込
み
を
含
む
。

■
技
術
職
１
人(

Ｃ
Ａ
Ｄ
「
図
面
の
作

成｣

、
エ
ク
セ
ル｢

表
計
算｣

、
ワ
ー

ド｢

文
書
作
成｣

な
ど
の
操
作
が
で

き
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
か
た)

①
工
業
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
校
、
短
期
大
学
ま
た
は
大

学
の
電
気
・
電
子
な
ど
の
学
科
を
卒

業
し
て
い
る
か
た

②
民
間
企
業
や
公
的
機
関
な
ど
で
ビ
ル

管
理
や
庁
舎
管
理
の
職
務
経
験
が
、

直
近
15
年
間
で
10
年
以
上(

来
年
３

月
31
日
ま
で
に
10
年
に
達
す
る
見
込

み
を
含
む
）

③
電
気
主
任
技
術
者
第
３
種
以
上
の
資

格
が
あ
る
か
た

■
試
験
…
一
次
試
験
は
書
類
審
査
。
二

次
試
験
は｢

適
性｣｢

論
文｣

を
９
月
28

日
(日)
に
、
三
次
試
験
は「
面
接
」
を
10

月
18
日
(土)
に
市
立
病
院
で

■
申
し
込
み
…
市
立
病
院
総
務
課
、
市

役
所
１
階
総
合
案
内
、
北
部･

西
部･

河
辺･

雄
和･

南
部
の
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
東
京
事
務
所(

東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
二
丁
目
４
番
１

号)

に
あ
る
受
験
案
内
書(

病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可)

に
従
っ

て
、
７
月
22
日
(火)
か
ら
８
月
８
日
(金)

(

必
着)

ま
で
、
市
立
病
院
総
務
課
へ

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院
総
務
課

☎(

８
２
３)

４
１
７
１

街
中
で
感
じ
る
高
齢
化
、
地
域
の
あ

り
方
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
、
エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ(

高
齢
者
に
や

さ
し
い
都
市)

を
実
現
す
る
た
め
の
市

民
の
役
割
な
ど
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
は
30
人
程
度
で
、
７
月
下
旬
か

ら
10
月
ま
で
、
平
日
の
夕
方
や
休
日
の

日
中
に
５
回
程
度
、
ア
ル
ヴ
ェ
な
ど
で

開
催
し
ま
す
。

第
１
回
▼

７
月
29
日
(火)
午
後
６
時
30
分

か
ら
、
ア
ル
ヴ
ェ
４
階
洋
室
Ｃ
で

申
し
込
み
▼

電
話
ま
た
は
F
A
X
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

７
月
25
日
(金)
ま
で
、
長
寿
福
祉
課
エ
イ

ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当
へ

☎(

８
６
６)

２
０
９
５

F
A
X(

８
６
６)

８
９
６
２

Ｅ
メ
ー
ルro-w

flg@
city.akita.akita.jp

市し

職
員

し
ょ
く
い
ん(

高
校
卒

こ
う
こ
う
そ
つ

業ぎ
ょ
う

程て
い

度ど･

資し

格か
く

職し
ょ
く)

の
採
用

さ
い
よ
う

試し

験け
ん

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区

の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。
環
境
都

市
推
進
課
☎(

８
６
３)

６
６
３
１

７
月
21
日(

月･

祝
日)

の

｢

海
の
日｣

は
家
庭
ご
み
と

資
源
化
物
を
収
集
し
ま
す

市し

立り
つ

病び
ょ
う

院い
ん

の
職し

ょ
く

員い
ん(

職し
ょ
く

務む

経け
い

験
者

け
ん
し
ゃ)

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

か
い
さ
い

広報あきた　平成26年７月18日号９


